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anukaは古くから民間薬として知られ，葉，花，樹
用いられている．また，Manuka honey, Manuka 
る．Manukaは“Leptosupermone”を含有して
ることが報告されている．そこでManukaの葉や
組成を検討した結果，葉に多くの脂質が含有され

られ，リン脂質も検出された．  
a 

て注目され， Manuka は“ Leptospermone ”を

含有しており， Helicobacter pylori に抗菌

的に作用することが報告されている． 

 また，Manuka oilについても抗菌的効果が

期待できるという報告5）
  もある．しかし，い

ずれもManukaの副産物についての研究である．

そこでManukaの葉と樹皮について脂質含有量や

脂質組成について検討したので報告する． 

 

 実験方法実験方法実験方法実験方法    

１１１１) ) ) ) 試料調製試料調製試料調製試料調製    

 ニュージーランドより入手した Manuka の

葉と樹皮より抽出した脂質を試料として用

いた． Manuka の葉は酵素活性を防ぐために

熱湯に数秒くぐらせ乾燥させて用いた．

葉，樹皮ともに細かく粉粋してクロロホルム：

メタノール (２：１， ) の溶媒を使用し，

Folch 6）  らの方法に準じて抽出を行なった．

すなわち，試料の10倍料のFolch溶媒を用いて

３時間振とう攪拌し漏液を分けとる．この

操作を３回以上繰り返した後，漏液部分を



 

 

混合して減圧下で溶媒を留去し，残渣を再び，

Folch溶媒に溶解させ，0.2容の純水を用いて

洗浄して，非脂質成分と一部の糖脂質 成分を

除去後，再び減圧下で濃縮し総脂質を得た．  

 

２２２２) ) ) ) 脂質の分画脂質の分画脂質の分画脂質の分画    

 Manuka の葉と樹皮より抽出した脂質につ

いて，それぞれアセトン分画を行なった．約

100㎎の脂質を含む試料溶液15mlを窒素気流

下にて濃縮し，これにアセトン５mlとメタノー

ル性塩化マグネシュウムを混和し，１時間氷

冷する．全液を遠心して上澄を回収し沈殿物

を冷アセトン２mlで洗浄する．この操作を２

回繰り返し，沈殿物と上澄液をそれぞれに窒

素気流下において濃縮し，減圧下で乾燥する．

これらをそれぞれ秤量し，上澄部分から単

純脂質を，沈殿部分より複合脂質を得た． 

 

３３３３) ) ) ) 脂質組成の測定脂質組成の測定脂質組成の測定脂質組成の測定    

 Manuka の葉，樹皮より抽出した総脂質
の分子種と分画した単純脂質と複合脂質の

分子種を調べるために，一次展開および二

次展開の薄層クロマトグラフィー (ＴＬＣ) を行

なった．展開溶媒としては，一次展開溶媒

として，石油エーテル：ジ・エチルエーテル：酢

酸  (50 ：50：１ ) ，二次展開溶媒として

は，クロロホルム：メタノール：アンモニ

ア：水＝ (130 ：70：６：４ ) ，クロロホル

ム：アセトン：メタノール：酢酸：水＝

(100：40：20：20：10) の溶媒で展開した． 

４４４４) ) ) ) 脂肪酸組成の測定脂肪酸組成の測定脂肪酸組成の測定脂肪酸組成の測定    

 Jham 7,  ) らの方法によりその構成脂肪酸

をメチルエステル化した後，それぞれの脂

質に５％塩酸メタノールを加え， 100 ℃以

上で１時間以上加熱する．加熱後，水とヘ

キサンを加え３回以上水洗いし，ヘキサン

層を残しガスクロマトグラフィー (ＧＬＣ) 

で分析を行なった．ＦＩＤ-ＧＬＣ分析の条

件としては， PACKARD －5890 型ガスクロマ

トグラフィー，カラムはステンレスカラム 

(2.5 ㎜φ× 30) を用い，充填剤はシリカゲ

ルＤＢ－23を使用，カラム温度昇温の230℃：

ＦＩＤ検出器温度 250 ℃：キャリヤーガス

はヘリウムで分析を行なった． 

 

 実験結果および考察実験結果および考察実験結果および考察実験結果および考察    

１１１１ ) Manuka) Manuka) Manuka) Manuka の水分と脂質含有量の水分と脂質含有量の水分と脂質含有量の水分と脂質含有量 

 Manuka の葉と樹脂に含有される水分含有

量は表－１に示すように葉の方が 9.7 ％，

樹皮に 7.7 ％であった．総脂質は Manuka の

葉は 23.9 ％，樹皮は 0.7 ％と葉に比べて樹

皮の含有量が少なかった．ニュージーラン

ドでは Manuka tea として飲用されており，

日本の煎茶や紅茶等に含有される総脂質量

は約５％～ 2.5 ％であり， Manuka の葉の脂

質含有量と比べると Manuka の葉に約５～10

倍量の脂質が含まれていた． 

 

２２２２ ) Manuka) Manuka) Manuka) Manuka の葉と樹脂の脂質組成と収量の葉と樹脂の脂質組成と収量の葉と樹脂の脂質組成と収量の葉と樹脂の脂質組成と収量    

 Manuka の葉と樹皮のアセトン分画による

脂質区分について表－１に示すように，単

純脂質区分  (主に中性脂質) は葉，樹皮共

に約70％以上であり， 複合脂質区分 (主に

リン脂質) については，葉，樹皮 共に約25％

以上含有されており，中性脂質がリン脂質

の約３～４倍量含まれていた．リン脂質の

多くはきわめて不安定であるため中性脂質

の方へ多少は移行したものもあるかも知れ

ない．葉の方には比較的多くのリン脂質が

含有されていると思われる． 



 

 

３３３３) ) ) ) 中性脂質の分子種の同定中性脂質の分子種の同定中性脂質の分子種の同定中性脂質の分子種の同定    

 アセトン分画により分画した中性脂質を，

ＴＬＣにより一次展開を行ない図－１に示す

ような結果が得られた．標準の脂質と同定す

るとＲｆ値がほぼ同位置のものが判別された．

そのためよりはっきりと判断し同定するため

に，同様の操作で脂質をＴＬＣで展開させ，

同位置にあるスポットを薄層板よりけずり取

り，一定量を集め，これをそれぞれの分子種

ごとに，アセチル化，エステル化した後，Ｔ

ＬＣを行ないＲｆ値の同定後確認を行なった．

Manukaの葉に主に含有されている分子種はス

テロイド系が多く，次にトリアシルグリセリド 

(ＴＧ) コレステロールエステルが主な構成成

分であり，少量の遊離脂肪酸が含まれていた．  

 また，樹皮の方に含有されている中性脂質

は，葉と同じようにステロイド系が多く，つ

いでコレステロールエステルが主であり，

少量の遊離脂肪酸と トリグリセライド が含有

されていた．また，原点近くに糖脂質と，他

に未知物質が認められた．ステロイド系につい

ては植物であるため，植物特有の多くのステロ

ール類が含有されているものと思われる．  

 

４４４４) ) ) ) リン脂質の分子種の同定リン脂質の分子種の同定リン脂質の分子種の同定リン脂質の分子種の同定    

 複合脂質の分別には，まず一次展開を行

ない図－２に示すような結果が得られた．

これらのスポットを各リン脂質と判別する

ために，標準リン脂質を薄層板に付け，試

料と同時に展開させ各リン脂質の単離検討

を行って，主なものをとり出した．一次展開

においては，主にホスファチジルコリン 

( ＰＣ ) ，ホスファチジルエタノールアミ

ン (ＰＥ) が多く含有されており，次いで

ホスファチジン酸 (ＰＡ) とリゾホスファチジ

ルコリン (ＬＰＣ) 等も判別できた．これらを

ＴＬＣの二次展開で展開させた結果を図－３に

示す．Manukaの葉において，標準リン脂質のＴ 



 

 
 



 

 

ＬＣを図－３’に示すように，この標準脂質と

ほとんど同一のＲｆ値を示す場所にスポットを

得ることが出来た．ゆえにManukaの葉に含有

されているリン脂質はＰＣ，ＰＥ，ＰＡ，そして

他の３種の含有量より多少含有量が少ないよ

うだがＬＰＣも同定され一次展開とほぼ同一の

結果が得られた．また，同様にManukaの樹皮

に関しても二次展開を行なった結果，図－４と

図－４’に示すように，ＰＣ，ＰＥ，ＰＡ，Ｌ

ＰＣのスポットを同定することができた．ま

た，ここには示していないが，２，３の他の

リン脂質のスポットを見付ける事が出来たが，

まだ同定するにはいたっておらず明証する

ことは出来なかったが，Manukaの葉，樹皮共に

リン脂質が含有されている事は確認できた． 

 

５５５５ ) Manuka) Manuka) Manuka) Manuka の葉および樹皮の脂肪酸組成の葉および樹皮の脂肪酸組成の葉および樹皮の脂肪酸組成の葉および樹皮の脂肪酸組成    

 表－２，３に示すように Manuka の葉や樹

皮の脂肪酸組成はミリスチン酸 (Ｃ14：０) 

からドコサヘキサエン酸 (Ｃ22：６) まで

が構成脂肪酸であった． Manuka の葉には 

(ｎ＝３) 系のα－リノレン酸 (Ｃ18：３) が

多く含まれており30％以上であった．

Manukaの樹皮にはパルミチン酸 (Ｃ16：０)，

( ｎ＝６) 系のリノール酸 (Ｃ18：２ ) ，

オレイン酸 (Ｃ18：１) が多かった．

Manuka の葉，樹皮共に飽和脂肪酸よりも不

飽和脂肪酸の量が多く含有されており．α

－リノレン酸の多い植物油はシソ油，エゴ

マ油，アマニ油に多く含まれており，

Manuka も大変興味のある植物である． 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    
    

まとめまとめまとめまとめ    

１． Manuka の葉に含まれる総脂質は約23％

であるのに比べ，樹皮は１％以下であ

った． 

２． Manuka の葉と樹皮の総脂質量の約 1/4

が複合脂質であった． 

３． Manuka の葉および樹皮に含有されてい

る中性脂質はともに，ステロール類，コ

レステロールエステルが多く含有され

ており，遊離脂肪酸も含まれていた． 

 

 以上今回は定性的段階での報告になった

が現在定量的な方向に進めており，ステロ

ール類を明らかにするとともに，脂質と抗

菌性の関係，リン脂質のすべてを明確なも

のにする所存である． 

 



 

 

文献文献文献文献    

１) Vassilios M. Kapoulas, Sofia K. 

Mastronicolis, Z. Lebensm, 

Unters-Forsch. 163, 96-99 (1977)  

２) N AL Somal N, Coley KE, Molan PC. JR 

Soc Med Jan; 87(1):9-12 (1994)  

３ ) K. L. ALLen, P. C. Molan and G. M. Reid 

J Pham, Pharmacol. 43:817-822 

(1991) 

４) D. J. Willix, P. C. Molan and C. G. 

Harfoot Journal of Applied 

Bacteriology. 73, 388-394 (1992)  

５) N. G. porter, A. L. Wilkins, L. 

phytochemistry, 50(3):407-415 (1999)  

６ ) Folch, J., Lees, M. and Sloane-stanly, 

G. A,: J. Biol, Chem., 226, 497 (1957)  

７ ) G. N. Jham, F. F. F. Teles, L. G. 

Campos: JAOCS. 59. 3 (1982)  


